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第
18
回 

中
国
残
留
日
本

人
の
体
験
を
聞
く
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
田 

 

２
０
２
４
年
６
月
15
日
（土
）
13
時

か
ら
標
記
の
会
が
岡
山
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

語
り
部
と
し
て
ご
自
分
の
祖
母
の
話

を
聞
き
取
り
、
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
山

崎
哲
さ
ん
の
話
し
を
ま
と
め
て
み
ま

す
。 

 

「
戦
争
は
ど
の
よ
う
に
人
の
人
生

を
変
え
る
の
か
－
中
国
残
留
邦
人

山
崎
幹
子
の
経
験
か
ら
」 

  

敗
戦
の
年
１
９
４
５
年
に
は
１

５
５
万
人
の
残
留
日
本
人
が
い

た
。
山
崎
幹
子
は
１
９
４
０
年
に
、

10
歳
で
満
州
に
渡
る
。
福
島
県
生

ま
れ
。 

幹
子
（
よ
し
こ
）
の
父
は
教
員

と
し
て
１
９
３
９
年
に
満
州
に
渡

り
、
翌
１
９
４
０
年
家
族
を
迎
え

に
帰
り
、
母
と
弟
（
当
時
７
歳
）

と
一
緒
に
満
州
に
渡
る
。
船
で
朝

鮮
半
島
に
渡
り
、
そ
の
後
は
列
車

で
の
移
動
。
そ
の
途
中
で
弟
の
足

が
凍
傷
に
か
か
る
ぐ
ら
い
寒
か
っ

た
。 

 

１
９
４
１
年
幹
子
は
一
人
で
東
京

に
帰
る
。
そ
の
後
母
と
弟
も
帰
っ
て

く
る
。
叔
母
の
家
で
お
世
話
に
な
る
。 

 

１
９
４
５
年
４
月
父
が
家
族
を
迎

え
に
く
る
。
１
９
４
５
年
３
月
の
東

京
大
空
襲
の
被
害
を
心
配
し
て
、
満

州
の
ほ
う
が
安
心
だ
と
い
う
こ
と
で

満
州
に
渡
る
。 

 

幹
子
は
一
人
佳
木
棋
（
ジ
ャ
ム
ス
）

に
行
き
、
女
学
校
に
入
る
。 

 

８
月
９
日
ソ
連
が
攻
め
て
き
た
の

で
逃
避
行
が
始
ま
る
。
８
月
13
日
勃

利
（
ボ
ツ
リ
）
に
着
く
。
そ
こ
で
母

と
弟
に
再
開
す
る
。
９
月
牡
丹
江
か

ら
列
車
で
南
へ
と
向
か
う
。
10
月
新

京
（
現
在
の
長
春
）
に
つ
く
。
そ
こ

の
難
民
収
容
所
で
父
と
再
会
す
る
。 

 
 

そ
こ
に
出
入
り
し
て
い
た
ヨ
ウ
さ

ん
と
い
う
中
国
人
の
店
に
働
き
に
行

く
。
急
に
高
熱
に
襲
わ
れ
、
チ
フ
ス

と
わ
か
る
。
そ
こ
の
お
客
さ
ん
の
韓

さ
ん
（
国
民
党
の
警
察
官
）
の
家
で

医
者
に
診
て
も
ら
い
看
病
し
て
も
ら

う
。
治
っ
て
か
ら
収
容
所
に
行
っ
て

み
る
と
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
し
て
、
内
戦
で
国
民
党
が
負
け

る
と
、
韓
さ
ん
が
刑
務
所
に
入
れ
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
韓
さ
ん
の
甥
（
王

成
清
）
か
ら
求
婚
さ
れ
結
婚
す
る
。

４
男
２
女
に
恵
ま
れ
る
。 

 

１
９
７
２
年
日
中
国
交
正
常
化
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
へ
連
絡

を
取
ろ
う
と
す
る
。
１
９
７
５
年
日

本
の
叔
母
の
と
こ
ろ
に
手
紙
を
書

く
。
叔
母
が
生
き
て
い
て
、
幹
子
の

一
家
全
員
死
亡
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
知
る
。 

 

１
９
７
７
年
一
時
帰
国
す
る
。
１

９
８
３
年
、
長
男
夫
婦
、
４
男
、
次

女
と
共
に
帰
国
す
る
。
そ
の
後
、
夫

も
来
日
す
る
。
幹
子
は
弟
も
ど
こ
か

で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
続
け
て
い
た
。 

 

中
国
語
も
日
本
語
も
で
き
る
た
め

15
年
間
中
国
帰
国
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
で
働
き
続
け
た
。 

  

中
国
残
留
邦
人
の
お
話
を
聞
く
こ
と

は
何
回
か
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
ま

だ
日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
た
め
、

結
局
中
国
語
で
話
し
た
こ
と
を
、
通
訳

が
日
本
語
に
直
し
て
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
今
回
の
山
崎
さ
ん
の
お
話

は
、
お
孫
さ
ん
が
ご
自
分
の
祖
母
の
体

験
を
話
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
形
で
し

た
。
大
変
聞
き
や
す
く
、
内
容
は
驚
く

よ
う
な
事
実
ば
か
り
で
し
た
。 

 

ど
こ
に
で
も
出
か
け
て
話
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
で
、
岡
山
支
部
で
も
語
り
部

の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
話
を
聞
く

会
を
持
ち
た
い
で
す
ね
。 

二
〇
二
四
年
の
七
夕
折
鶴
の
飾
り
つ
け
が
で
き
ま
し
た
！ 

  

今
年
は
、
“
さ
ん
か
く
お
か
や
ま
”
よ
り
少
し
駅
よ
り
の
ポ
ー
ル
に
つ
る
し
ま
し
た
。

真
ん
中
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ
ラ
ー
を
い
つ
ま
で
飾
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
今
年
は
、 

「ガ
ザ
に
人
権
を
取
り
戻
そ
う
！
」の
文
字
も
追
加
し
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。  
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

７
月
１１
日
（木
）午
前
１０
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

 

河井 

田中 

犬飼 

真田 

 

６
月
２
３
日
、
午
後
１
時
か
ら
倉

敷
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室
に
お

い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

梅
雨
入
り
し
た
雨
天
の
中
、
諸
行

事
と
重
な
り
、
出
席
で
き
な
い
理
事

も
か
な
り
あ
り
、
参
加
者
は
10
名
と

岡
山
支
部
の
来
賓
（
河
井
氏
）
と
少

な
か
っ
た
。
総
会
の
開
催
案
内
の
発

送
が
遅
れ
た
こ
と
、
議
案
書
が
事
前

に
送
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
。
事
務
局
体
制
が
作
れ
な
い
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

岡
山
市
、
総
社
市
、
井
原
市
の
会
員

参
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
有
難
い
。 

 

議
長
選
出
の
後
、
栗
本
支
部
長
の

挨
拶
、
来
賓
の
挨
拶
が
あ
り
、
倉
敷

市
長
と
華
僑
華
人
総
会
会
長
劉
勝
徳

氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
が
あ

っ
た
。 

 

議
事
で
は
、
73
回
全
国
大
会
前
後

の
日
中
友
好
運
動
を
取
り
巻
く
情
勢

に
つ
い
て
、
国
内
政
治
、
日
中
韓
首

脳
会
議
、
台
湾
問
題
、
「
憲
法
改
正
」

を
め
ぐ
る
情
勢
報
告
の
後
、
議
案
の

質
疑
を
行
っ
た
。 

 

１
号
議
案
（
１
年
間
の
活
動
報
告

と
２
０
２
４
年
度
の
方
針
）
、
２
号
議

案
（
23
年
度
決
算
報
告
、
24
年
度
予

算
案
）
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
。
会
計

決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
監
査
の
中

田
順
士
氏
が
昨
年
春
よ
り
入
院
手

術
、
そ
の
後
療
養
、
リ
ハ
ビ
リ
中
で

あ
り
、
歩
行
困
難
と
な
ら
れ
、
監
査

が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

23
年
度
も
で
き
な
か
っ
た
。
監
査
が

な
い
ま
ま
の
報
告
で
あ
っ
た
が
、
事

情
を
説
明
し
て
、
出
席
者
の
了
承
を

い
た
だ
い
た
。
新
た
な
監
査
の
選
出

は
次
期
理
事
会
に
任
さ
れ
た
。 

 

新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
支
部

長
は
栗
本
泰
治
氏
（
再
任
）
、
理
事
は

犬
飼
繫
、
宇
野
進
、
宇
野
忠
義
、
大

本
芳
子
、
河
田
千
春
、
筒
井
保
行
、

平
井
昭
夫
氏
が
い
ず
れ
も
再
任
さ
れ

た
。
新
た
な
理
事
と
し
て
、
三
宅
誠

志
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
１
回
目
の
理

事
会
で
、
宇
野
忠
義
が
理
事
長
に
選

出
さ
れ
た
。 

 

な
お
、
会
議
で
は
、
会
員
、
役
員

の
高
齢
化
と
減
少
傾
向
が
大
問
題
と

し
て
提
起
さ
れ
、
日
中
友
好
協
会
が
、

善
隣
友
好
の
平
和
・
文
化
団
体
で
あ

る
こ
と
に
確
信
を
持
ち
、
戦
争
の
嫌

い
な
方
、
中
国
文
化
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
方
は
一
人
残
さ
ず
、
特
に
、

若
い
方
、
ご
婦
人
の
方
へ
の
呼
び
か

け
を
強
め
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 
 

 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
第
２
０
回
定
期
総
会
開
か
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宇
野
忠
義 

映画「大地の子」（変更になりました。） 

総集編第2部「流刑」 

        第 3部「再開」 

日時：8月4日（日） 

          14時～16時 

場所：ライフパーク倉敷視聴覚ホール 

「中国人（留学生）との交流会」 

 

 5月 19日（日）に岡輝公民館で、標記の会を開催しました。 

話してくださった中国人は胡満意さんです。留学生ではなく岡

山で働いていらっしゃいます。当日参加者は、6人でした。 

 胡さんの自己紹介文を掲載します。 

 

自己紹介① 

胡満意 

 私は湖北省十堰市竹山県宝丰鎮水田坪村の出身です。湖北

という名前は、洞庭湖の北に位置することから来ています。洞

庭湖は中国で最大の淡水湖の一つで、総面積は 2820 平方キロメ

ートルです。これは、日本の琵琶湖の約 4倍の広さです。 

十堰市は「中国のトラックの都」として知られています。50

年前、この市は中国第二の自動車製造工場の設立に伴って建て

られました。一方、竹山県の歴史はさらに古く、日本の弥生時

代である紀元前1000年頃には中国の歴史書に登場していま

す。当時は「庸国」として知られていました。日本の弥生

時代末期には正式に「上庸県」として設立され、三国志に

も上庸に関する記述があります。日本の古墳時代末期には、

特有の黄色い竹があったため「竹山」と改名され、現在ま

で使われています。宝豊という名前は、この北部にある女

媧山の伝説から来ています。女媧と伏羲がここに住んでい

たという伝説があり、多くの宝物があったため「宝豊」と

名付けられました。 

私の故郷は非常に辺鄙な山村で、西安市までは車で約 413

キロメートル、約 5 時間の距離にあります。武漢までは約

550 キロメートル、約 6時間の距離です。しかし、西安への

直線距離は約 225 キロメートルで、武漢への直線距離は約

450 キロメートルです。山間部に位置するため、産業はほと

んどなく、現在でも町にはいくつかの工業企業があります

が、農業が主な主業です。農機具はほとんどなく、耕作、

播種、収穫は主に人力で行われています。平地はほとんど

なく、稲作は平地で行われ、山間部は牛耕が主流です。多

くの人々は一生のうちに町に行くのが最も遠

い旅であり、県まで行くのは最も遠い場所で

す。普段の収入は、農忙期に他人の農作業を手

伝うことや、春夏に茶を摘んで製茶することで

す。ほとんどの家庭には茶樹があり、私の家に

も 2つの茶園があります。両親は茶を作ること

ができますが、主に自家消費用です。あるいは

緑茶を摘んで販売することもあります。 

             次回へつづく 

 


